
 虚々実々～Let’s try 輝け笑顔！～  
「
景
色
」        

校
長 

石
川 

聖
徳 

  
立
冬
目
前
、
通
勤
途
中
の
景
色
に
、
雪
化
粧
を 

し
た
日
本
一
の
富
士
山
が
現
れ
ま
し
た
。
新
し
い
季
節
の 

は
じ
ま
り
で
す
。 

十
月
二
十
九
日
に
第
四
十
四
期
生
徒
会
本
部
役
員
任
命
式
を
行
い

ま
し
た
。
本
校
の
「
新
し
い
顔
」
の
誕
生
で
す
。
同
時
に
、
第
四
十
三

期
生
徒
会
本
部
役
員
が
引
退
と
な
り
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。 

虚
々
実
々 

 

▼
互
い
に
策
略
や
手
段
を

尽
く
し
て
戦
い
、
で
き
る

こ
と
は
全
て
や
る
！
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
▼
早
速
、
生
徒
会
新

聞
「
は
ば
た
き
」
第
一
号
を

発
行
。
所
信
表
明
「
学
校
を

よ
り
よ
く
・
・

活
気
あ
る
・
・

楽

し
く
・
・

つ
く
る
・
・

」
そ
ん
な

景
色
を
観
よ
う
と
決
意

し
、
新
生
徒
会
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
楽
し
み
で
す
。 

校
歌
の
一
節
・
・
・
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
瞳
を
大
人
た
ち
（
全
職
員
・
保
護
者
・
地
域
の
方
々
）
が
手
を
つ
な
ぎ
、
心
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
美
し
く
華
や
か
に
輝
か
せ
る
願
い
を
込
め
ま
し
た
。 

学
校
教
育
目
標
「
自
ら
学
ぶ 

心
身
と
も
に 

健
や
か
な
生
徒
」 

○
自
ら
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒 
○
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒 
○
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒 

▼
十
一
月
十
八
日
（
水
）
体
育
館
、

無
観
客
で
学
年
別
実
施
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

運
営
委
員
会
、
学
校
医
等
の
皆
様

と
検
討
を
重
ね
て
の
判
断
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
が
参
観
で
き
な

い
決
定
で
本
当
に
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。
▼
購
入
し
て
い
た
だ
い

た
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を
中
心
に

感
染
症
対
策
を
し
、
今
年
二
回
目

の
学
校
行
事
で
、
最
高
の
歌
を
響

か
せ
る
景
色
、
金
賞
の
景
色
な
ど

を
一
緒
に
観
よ
う
と
全
教
職
員

で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

会
長 ②

○
○ 

○
○ 

副
会
長 ②

○
○ 

○
○ 

書
記 ②

○
○ 

○
○ 

①
○ 

 
○
○ 

会
計 ②

○ 
 

○
○ 

①
○
○ 

○
○
○ 

監
査 

②
○
○ 

○
○ 

①
○
○ 

○
○
○ 

○
数
字
は
学
年 

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
も
絶
対
に
あ

き
ら
め
な
い
精
神
で
、
放
送
に

よ
る
生
徒
朝
会
、
三
年
生
有
志

を
募
り
黒
板
ア
ー
ト
を
取
り

入
れ
た
新
し
い
学
校
生
活
様

式
の
壮
行
会
な
ど
の
実
現
、
本

校
の
未
来
を
考
え
、
貢
献
し
て

く
れ
た
第
四
十
三
期
生
徒
会

本
部
役
員
。
▼

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
終
わ
り
の
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ 

誇
り
高
き
霞
東
中
生
を
目

指
し
て
」
を
見
事
に
成
し
遂
げ

た
景
色
を
観
た
と
確
信
し
て

い
ま
す
。
人
間
力
を
高
め
た
み

な
さ
ん
は
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
景
色
を
観
よ
う
と
成
長

し
つ
づ
け 

て
い
く
の 

で
し
ょ
う
。 

あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 響け！届け！僕らの思い！ 

 ～344人の歌声のせて～   

 
 

   
 
 
 

 

 

                      

き
ら
や
か
な
瞳 
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一番多かった「響け」
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中心に、全校生徒 
３４４人がコロナに

負けないという強い

思いを歌声にのせて

届ける！ 



学
校
教
育
目
標
「
自
ら
学
ぶ 

心
身
と
も
に 

健
や
か
な
生
徒
」 

○
自
ら
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒 
○
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒 
○
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒 

▼
十
一
月
は
、
春
の
景
色
の
準
備
月
で
す
。
十
一

月
二
日
か
ら
全
校
三
者
面
談
を
実
施
中
。
全
学
年

県
の
学
習
状
況
調
査
結
果
や
進
級
・
進
学
に
向
け

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
▼
特
に
三
年
生
は
、
第

一
志
望
校
の
景
色
を
観
る
た
め
に
念
入
り
な
準

備
を
し
て
い
ま
す
。
▼
二
年
生
主
体
の
部
活
動

は
、
関
東
・
全
国
に
つ
な
が
る
学
総
大
会
に
向
け
、

ま
た
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
や
各
部
の
発

表
の
場
に
向
け
て
、
部
の
目
標
達
成
の
景
色
を
観

る
た
め
に
意
欲
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
▼
春
ま

で
の
こ
の
季
節
の
努
力
と
根
性
（
？
）
が
、
自
分

の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
気
持

ち
の
持
続
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
十
一
・
十
二
月
は
川
越
市
い
じ
め
撲
滅
の
対
応

期
間
で
す
。
本
校
は
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
や
弁

護
士
講
座
等
で
、
い
じ
め
撲
滅
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
学

校
ま
で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
２
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
環
境
整
備 

 

▼
十
月
三
十
一
日
（
土
）
に
生
徒
・
保
護

者
・
教
職
員
が
一 

体
と
な
り
、
除
草 

や
花
の
植
栽
等
を 

行
い
ま
し
た
。
き 

れ
い
な
学
校
づ
く 

り
を
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

▼
県
は
、
毎
年
十
一
月
一
日

を
「
彩
の
国
教
育
の
日
」
、 

十 

一
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
を 

「
彩
の
国
教
育
週
間
」
と
し
、 

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
連

携
の
も
と
に
、
教
育
に
対
す

る
関
心
と
理
解
を
深
め
る

様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
▼
本
校
は
、
こ
の
前
後

一
ケ
月
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
環

境
整
備
、
全
校
三
者
面
談
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
福
祉
体
験

や
弁
護
士
講
座
等
を
実
施 

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校

通
信
等
で
、
教
育
活
動
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
▼
引
き

続
き
、「
自
ら
学
ぶ
心
身
と
も

に
健
や
か
な
生
徒
」
の
育
成

に
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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「
自
分
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」 

「
い
じ
め
撲
滅
」 

金曜日課 


